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閉症スペクトラム障害児（lower end of autism 

































































（Buggey, Toombs, Gardner, & Cervetti, 1999; 
Sherer, et al., 2001）や要求（藤金 , 2002），朝の
あ い さ つ（Ohtake, Kawai, Takeuchi, & Utsumi, 
2013），トイレでの適切な排泄（Ohtake, Takeuchi, 






































































































































































































































































































































































































































　VSM1と VSM2，及び VHM の効果量（percentage 
of non-overlapping data: PND）を直前のベースラ
イン条件を基に算出すると，それぞれ，０％，０％，
81.8％であり，VHM のみ，「効果あり（effective）」







Fig. 1 　Ａ男の着替え従事率（折れ線グラフ），及び担任教師による促し率（棒グラフ）の推移．BL = ベー
















動の改善を図るために VSM 及び VHM を実施
し，その介入効果を検討した。本研究の対象児は，
VSM を用いた介入では着替え従事率が向上しな











るかもしれないが（Carlson, Luiselli, Slyman, & 



























群を含む ASD 児を対象に VSM を実施し，その効
果を検証した過去の実験研究の多くは，ビデオ視聴
のタイミングが標的行動の生起が求められる時間
の直前（Bellini, Akullian & Hopf, 2007; Buggey, 
2012; Buggey, Hoomes, Sherberger, & Williams, 
2011; Buggey, Toombs, Gardner, & Cervetti, 1999; 
Delano, 2007），または比較的近い時間（Wert & 













L-ASD 児を対象としたこれまでの VSM に関する
先行研究では，質問に対する応答（Buggey, et al., 
1999; Sherer, et al., 2001）や要求（藤金，2002），
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